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近年問題になっている、海洋中に浮遊しているマイクロプラス
チック（以下MP）を⼆枚⾙の濾過摂⾷の機構で偽糞として回
収することができるのではと考えた。そこで、MPを⼆枚⾙に
取り込ませた時のMPの経路と⼆枚⾙の状態を計測することを
１つの⽬標とする。また、回収した偽糞を摂⾷する⽣物を⾒つ
けることを第２の⽬標とする。

⽬標

本研究の設定と概要
⼆枚⾙ …アサリ
MP…「ケイムラ⽟ ハード６号」を粉末状にしたもの

（100 μm〜400 μm）

1. ⼆枚⾙が⼊⽔管から海⽔を取り込む
2. 鰓で必要なものと不必要なものに分

離する
3. 必要なものは⼝まで運ばれ消化され

ていく
4. 不必要なものは粘液で固められ、偽

糞として体外に排出される

予備実験
それぞれ６個体のアサリを⼊れた準備し、餌として有⾊のクロ
レラを0.500 g,0.375 g,0.250 g,0.125 gを⼊れる。その後１５℃
のインキュベーター内で２⽇間⼊れ、餌の摂⾷量を測定する。
なお、アサリの餌の摂⾷量はプランクトン計数版（１区画
0.5×0.5mm)を⽤いて１区画あたりのクロレラの数を計測する。

結果 考察
偽糞は、⽔に沈んでいたため
⽔よりも⽐重が重い。
どの層も与える餌の量がとは
写真から判断できたが軽量す
ぎるが故に正確な定量はでき
なかった。

実験１ MPをアサリに取り込ませた時のMPの経路

⽅法
ケイムラ⽟を粉末状にしたものを餌 (M-1) に混ぜ、アサリに投
与し、2⽇間インキューベータ内で 飼育した。偽糞内にマイク
ロプラスチックが含まれているのか、また海⽔中にどれだけマ
イクロプ ラスチックが残っているかを調べた。

結果

マイクロプラスチックを
⼊れて２⽇後の⽔槽

マイクロプラスチック
を⼊れた直後の⽔槽

実験２.  
⽅法 同様の条件の⽔槽を⽤意。
1.30分おきにアサリを2個体ずつ海⽔のみの⽔槽に取り出す
2.取り出したアサリを⼊⽔管・出⽔管とその他の2つに分けて

解剖しKOHを⽤いて⾁塊部を溶解。その後、HClにより中和
3.できた液を濾過し、濾紙にブラックライトを投射

• アサリはマイクロプラスチックが存在する海洋中
でも濾過摂⾷を著しく速い速度で⾏っている可能
性がある。

• マイクロプラスチックによるアサリの体内への負
担は少なく、アサリの⽣育に影響を及ぼすことな
く回収は可能である。
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実験３ 偽糞を回収する⽅法の調査

・海⽔500 ㎖
・潜るための砂
・MP⼊り偽糞

・海⽔500 ㎖
・潜るための砂
・MPのみ

• 偽糞は消化前に濾し取られているので栄養がある
• 偽糞は⽔中に沈む

⼲潟に⽣息している底⽣⽣物（イソメ）が餌として⾷べる可能性

AとBの⼆つのビーカーを⽤意した後⼆⽇間放置した後、
イソメの体を絞り体液を摂取し、ブラックライトに投射
する。

A 発光した B 発光しなかった

結果

考察
⽔中に散乱していたマイクロプラスチックが2⽇後には底にあ
る偽糞の中に塊として存在していた ことから、 アサリはマイ
クロプラスチックを偽糞として固め、排出するといえる。 し
かし、マイ クロプラスチックがアサリの体内に与える影響は
分からなかったので、実験2を⾏った。

時間による体内の
MP残存量は、ほぼ
変化がなく、限り
なく０に近い値と
なった。

⽅法

考察
イソメはプラスチックそのものを餌として認識したの
ではなく、偽糞を餌と認識して摂⾷したと考えられる。
以上より、偽糞の中に含まれるMPは、底⽣⽣物である
イソメが偽糞と共に取り込むということを検証するこ
とができた。
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